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環境報告書について

本報告書は、株式会社オイルプラントナトリの2017年度の

環境保全への取り組みと実績を報告するものです。
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　代表取締役社長

　高度経済成長によって、豊かな文明が栄えた社会環境を創り上げてきた素晴らしい20

世紀・・・。

　その豊かさと引き換えに生み出されてきた大量の産業廃棄物・二酸化炭素の増加に伴

う地球温暖化の問題等も、また、20世紀の姿であるといえます。

　そして、昭和32年来、先代の手によって、環境汚染の問題にいち早く取り組み、思考

と努力によって、リサイクル事業における様々なノウハウと技術力を培ってきた時代で

もあります。

　「燃やす・埋める」行為から、「リデュ－ス・リユ－ス・リサイクル」へ、「20世紀

・大量生産、大量廃棄時代」から、「21世紀循環型経済社会」へと環境問題に対し社会

の在り方が、大きく変わり始めています。

　ダイオキシン（環境ホルモン）をはじめ、人体への影響を与える様々な環境汚染を未

然に防ぎ、省エネルギーを基盤に、限りある資源を有効に活かすことこそが21世紀の在

るべき姿であると考えます。

　これからも、私たちオイルプラントナトリは「環境保全と省エネルギー」の為に木く

ずや廃油を燃料にした、創業時の理念の基、自然環境との共生、そしてクリ－ンな社会

環境・人にやさしい環境等、グローバルな視点に立った姿勢で事業に取り組んでまいり

ます。より一層の御指導と御鞭撻の程を切に御願い申し上げます。

　

　

武田 洋一

【スローガン】

【基本理念】

２

平成３０年４月１日

株式会社オイルプラントナトリ

私たちは「すてない」喜びを伝える事を業務とし
この地「広浦」に社員が集う『創造郷』をつくる事を目指す



❒ 社 名 　株式会社オイルプラントナトリ ❒ 産業廃棄物処分業許可

❒ 創 業 　昭和３２年３月 　　産業廃棄物処分業

❒ 本 社 　宮城県名取市増田三丁目４番３号 　　特別管理産業廃棄物処分業

❒ 事 務 所 　宮城県名取市下増田字広浦５２番３号 ❒ 産業廃棄物収集運搬業・許可（県）

  ☎ 022-382-2713　　6022-384-0946

　　E-Mail　opn-amenity@msf.biglobe.ne.jp

    URL　http://www.opnatori.co.jp/

❒ 第 1 工 場 　宮城県名取市下増田字広浦３５番４８号

❒ 第 2 工 場 　宮城県名取市下増田字広浦５２番３号 

❒ 法人設立 　昭和６３年４月

❒ 資 本 金 　３，０００万円

❒ 役職員数 　４５名（平成３０年４月１日現在）

❒

❒

❒ 石油製品販売業者

通商産業省第２-４-０-２７４０号

❒ 販売品

　・バイオECO燃料（BDF）

　・再生Ｂ重油

　・鉱物系補助燃料

　・塩素含鉱物系補助燃料

　・溶剤系補助燃料

　・塩素含溶剤系補助燃料

　・剥離剤

❒ ❒ 受注産業廃棄物のリサイクル率推移

第２工場　7,127.41m2 第１工場　6,230.71m2
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〔主要設備および処理能力〕

❒ 車輌関係

❒ 中間処理施設

　・油水分離処理施設 　　・混合処理施設 　・破砕処理施設 　・中和処理施設　

　・混合処理施設 　・廃食油の燃料化施設 ・廃棄物分析室

❒ 処理工程図

廃オイル⇒再生重油

30ｍ３／日（10時間稼動）
廃酸・廃アルカリ⇒加工用水

43ｍ３／日（10時間稼動）

廃溶剤⇒代替エネルギー

廃プラ⇒固形燃料
11.4ｔ／日（8時間稼動）

てんぷら油⇒ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料

15ｍ３／日（10時間稼動）

12ｔﾀﾝｸﾛ-ﾘ-

4ｔﾀﾝｸﾛ-ﾘ-

12ｔｳｨﾝｸﾞ

移動中間処理車
（食品残渣付プラ）

蛍光Ｘ線分析装置

ガスクロマトグラフ分析装置

電気炉、引火点、水分分析等

６ｔﾕﾆｯｸ車

（平成３０年４月１日現在）

中和撹拌タンク

136ｍ３／日（10時間稼動）

水溶性廃液⇒加工用水

汚泥・木くず類⇒原料化

48ｍ３／日（8時間稼動）
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台数

１２ｋℓタンクロ－リー ３台

１０ｋℓタンクロ－リ－ ２台

　５ｋℓタンクロ－リ－ １台

　４ｋℓタンクロ－リ－ ３台

１２ｋℓ再生重油配達車 １台

１２ｔウィングパワ－ゲ－ト付車 １台

　６ｔウィングパワ－ゲ－ト付車 １台

　６ｔユニックパワ－ゲ－ト付車 １台

　３ｔウィング移動中間処理車 １台

　３ｔウィングパワ－ゲ－ト付車 ２台

　３ｔ平パワ－ゲ－ト付車 １台

　２ｔ平パワ－ゲ－ト付車 １台

　２ｔロ－リ－BDF配達車 １台

　４ｔア－ムロ－ル車 １台

台数

　ホイルロ－ダ－ １台

　バックホ－ １台

　フォ－クリフト ５台

　４ｋℓタンクロ－リ－ １台

　２ｔダンパ－車 １台

２９台

運搬車両

合計

構内車両



  環境方針
　　株式会社オイルプラントナトリは廃棄物の有効利用、及び再資源化を通じて

　　生活環境の継続的な向上に全社員参加で貢献します。

1. 委託された廃棄物は、安全且つ適正な収集運搬と処分を行うと共に、有効利用、再資源化技術の

向上に取り組み、環境保全、省エネルギー、省資源に努めます。

2. 作業工程での環境への配慮に努め、汚染の予防及び環境マネジメントシステムの継続的な改善を

します。

3. 環境に関する法律、規制、条例及びその他要求事項を遵守します。

4. 環境目的、目標を定め、実施状況を確認し、定期的に見直しを図ります。

  『≪もったいない≫をモットーに重点テーマを次に定めます』 

  　 ◎    バイオＥＣＯ燃料（廃食用油の燃料化）による大気汚染物質の低減に寄与

  　 ◎    施設・設備・作業環境の点検及び管理の徹底

   　◎    ＳＤＳや物性表の入手を徹底し廃棄物の安全性の確認により適正処理

  　 ◎    収集運搬における車輌及び容器の点検及び管理の徹底

   　◎    事業活動におけるエネルギー消費とCO2発生の削減

  　 ◎    廃棄物の燃料化、原料化、資源化のリサイクルの推進

5. この環境方針を継続的に実行するため、文書化し全従業員に周知します。

また、出入り業者に対しても協力を要請します。

6. この環境方針は、積極的に社外に公開します。

株式会社　オイルプラントナトリ

代表取締役社長　武田　洋一

2018年1月5日

１、クリーン アメニティー

１、クリーン マネジメント

１、クリーン チャレンジ

５



当社の環境保全活動は、下図のような体制で運営されています。
メンバーが全員役員で構成される≪環境保全委員会≫を設置し、経営と現場の両方の

視点から迅速な対応を実現しております。
また、事業活動全体の環境負荷を把握し、効率的な環境活動を行うため、ＩＳＯ事務局

会議や生産会議（各部間の連携を目的とする）および内部環境監査員、各管理委員会の
協力の上で、定期的なチェック体制は欠かす事の出来ない重要な活動です。
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《エネルギー使用量の削減＝バイオディーゼル燃料13年の実績》

2004年12月から廃食油を原料としたバイオディーゼル燃料化を開始し、自社車両に給油し車両への影響

や燃費などのデータを収集し、13年間で自社車両61台への利用実績となっています。また、その活動に関

心を寄せて頂いた行政・企業の方々のご利用を含めると89台以上となっています。

休憩時間や作業時にアイドリングストップを行い、7,157ℓの燃料削減となりました。

　　

最新車両へのバイオディーゼル燃料使用が難しいと思われて

いた事から、メーカー別に大型・中型・小型の車両を順次購入

し、３年かけてバイオディーゼル燃料テストを行ってきました。

残念ながら、殆どの『ポスト新長期規制』車両は、４月～１１月

の期間での使用しか出来ず、冬季間は難しい結果となりました。

それでも重機やフォークリフト全台、『ポスト新長期規制』前の

車両、発電機は、１年を通して使用できる事から、多くのバイオ

ディーゼル燃料を使用できるよう年間計画を立てて推進してま

いります。
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最近の５年間で、二酸化炭素排出量の４０％以上をキープし削減させています。しかしながら運搬距離数が増加して

いる事から、軽油による排出量は増えています。今後もＢＤＦ使用車両の促進に努めていきたいと思います。

バイオディーゼル燃料を販売してから１１年目となりますが、宮城県からのご協力、東北大学からのご指導の下、お

陰様で全国でも品質の高い燃料となっております。一方で、バイオディーゼル燃料をディーゼルエンジンにご使用に

なる際には、注意して頂く必要があります。まず、公道を走る車両は、陸運局へ届出が必要となります。車検証には

下記の３種類の表記が有ります。

　例１、廃食用油燃料併用

　例２、バイオディーゼル１００％燃料併用

　例３、品確法特例措置高濃度バイオディーゼル燃料併用

更に、5％や20％でバイオディーゼル燃料を軽油に混合する場合は、新たに届出等

が必要なため、弊社ではバイオディーゼル燃料１００％で利用しています。
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弊社でＣＯ２排出量が一番多いのは、収集運搬車、構内車両、営業車等の化石燃料の使用によるも
のです。その中でも軽油使用量が多い為、カーボンニュートラルのバイオディーゼル燃料を使用する
事が、大変効果のあるＣＯ２削減活動となっています。
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目的：企業の責任として交通安全運動を積極的に推進し、一人ひとりの交通安全思想の普及高揚を

図り、社員が交通事故を起こさないようにする事を目的とする。

　

・第２回社内研修会　平成２９年９月３０日（土）

～事故事例をもとに弊社での安全対策を考える～

目的： 同業他社などで起きているあらゆる形での事故が多くなっています。弊社で事故が起こったらどういった

影響が起こるのかを考え、「安全は全てに優先する」をどのように実践されているかを確認する。

・第３回社内研修会　平成２９年１１月２５日（土）

～予測される緊急事態への予防及び対応～

目的：廃棄物混合による化学反応について危険性の再確認。緊急事態に迅速及び適切な対応を図るため手順

の確認。外部研修による火災発生時の対応から、初期消火方法を身に付ける。

・第４回社内研修会　平成３０年３月３１日（土）

～モノづくり改革（外部研修）の報告と実績・目標の共有化～

目的：外部研修を通して学んだこと、今年度売上実績、次年度予算を共有化し、全員参加の改善活動に展開し

て職場を活性化する。また、緊急連絡方法等における認識を統一し更なる安全意識の向上を目指す。

・第１回社内研修会　平成２９年７月２９日（土）

～交通安全教育及び火災訓練～

９

運転に関する自己チェック

また、火災が発生した時
に自分の役割を理解し、
冷静に・素早く行動する
ことで身の安全を確保し、
緊急時の連絡体制通りス
ムーズに対応できるかを
検証する。

負傷者を想定した担架の使用訓練
マンダラーシート

作成中

また、廃棄物に関わる法
律も変わり扱いも複雑に
なってきているので、産
業廃棄物について学習し、
全員のレベルアップを目
指す。

他社の事故事例 廃掃法クイズ

初期消火の限界を知る混合による発熱

74.6℃

混合によるガス発生

ガス発生

第1工場チーム 第２工場チーム

「モノづくり改革」経営提言発表 今年度実績・次年度目標発表

自然災害があった

時の緊急連絡方法

の認識を統一した

緊急時ﾒｰﾙｼｽﾃﾑのﾃｽ

ﾄを行い問題点調査

し全員利用目指す



ISO事務局活動の中で、環境法律動向状況を毎月調査し、弊社に関わる法改正内容を確認してい

ます。今回必要となったのが、水銀使用製品産業廃棄物に関わる対応でした。

また、化学物質のリスク評価については、一定した情報を取り込めるようにWDS用紙の見直しを行

い、営業・生産部間での情報共有化を図り、安全作業に対する周知事項としています。

リスクアセスメント表に記載されている起こり得る労働災害が、全て教育資料（作業手順書）に記載

され、安全作業への教育漏れがないよう見直しを行いました。また、教育記録が個人・部門・全体と

分かれている為、個人の教育記録表を充実させるように推進しています。

車両に関しては、ドライブレコーダー全車取付、バックモニター取付率アップを推進しています。

　

リスクアセスメント表

安全作業教育記録

作業手順書（危険ポイント含む）

２０１５年版移行審査

運送部ＫＹＴ

可燃ガス警報器 警告灯&サイレン

ISO14001

JSAE387

CM001

１０

生産部ＫＹＴ リスクアセスメント表・作業手順書・教育記録の整合性

表面温度を測定する感知センサー

６０℃以上になると警報とパトライトが作動し、無人対策と

して３分以上停止しなければ警備会社へ自動通報。

ISO14001 第５-２回定期維持審査
お客様構内での回収方法

社内の内部監査

鉄筋の梁が錆びている

社内の内部監査ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

手順書通り回収しているか 消火器台座破損



単位：ｋｇ

SOx規制値（表に記載 Ｎ/h） NOx規制値180（volppm）

平成30年4月1日現在

弊社では、お越し頂きました工場見学者様からご意見を頂いております。お客様から頂戴した有り難い

御意見を「お褒め・アドバイス・要望・指摘」に分類し、関係する部署が対応する仕組みとなっており、管

理業務の向上に結びついております。また、お客様のニーズを全従業員へ知って貰うために毎月回覧

を行い、お褒めの言葉があると活力アップに結び付いています。

工場見学者様からの
ご意見

１１

お褒めの言葉

３３件
アドバイス

３件
指摘

１件

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰ

とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

要望

１件

移動量大気への排出取扱量

186 塩化メチレン 1,699 220.0 1,100.0

240 スチレン

80 44,639 150.0 2,500

59,448 84.0 0

平成29年度 平成29年度 平成29年度

4,551 36.0 1,100

キシレン

名　　　称

第一種指定化学物質の名称

号番号

133

1376

1,907

53

酢酸２－エトキシエチル

エチルベンゼン

296 1,2 ,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

5,058 28.0 320

7.0

0.1

349 フェノール

300 トルエン

40

410

392 ノルマル－ヘキサン

258 1,3 ,5 ,7－ﾃﾄﾗｱｻﾞﾄﾘｼｸﾛ

450

ポリ（オキシエチレン）

181,845

1,506

32,008 0.0 10,000

3,815 200.0 35.0

2

1,200.0 24,000

1.6

1 ２名 18 ２名

2 ２名 19 ２名

3 ２名 20 １名

4 １４名 21 １名

5 １６名 22 ７名

6 ３８名 23 ４名

7 １名 24 ７名

8 ４名 25 １名

9 ２名 26 １名

10 ２名 27 １名

11 ８名 28 １名

12 ４名 29 ３名

13 ３名 30 ２名

14 １２名 31 ３名

15 ３２名 32 ２名

16 １名 33 ６名

17 ３名 34 ２３名毒物劇物取扱者 救命技能

クレーン５ｔ未満 ボイラー取扱技能講習終了

玉掛け 車両系建設機械（整地運搬積込及び掘削）

フォークリフト 車両系建設機械（整地等）

小型移動式クレーン ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ基礎講習修了

床上操作式クレーン ２級ボイラー技士

粉じん作業特別教育 ｅｃｏ検定(環境社会検定試験)

危険物丙種 地下タンク等定期点検技術者

安全運転管理者 甲種防火管理者

運行管理者 ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ ﾙｰﾁﾝﾒﾝﾃﾅﾝｽ講習終了

特別管理産業廃棄物管理責任者 有機溶剤作業主任者

危険物乙種(４類) 特定化学物質等作業主任者

危険物乙種(１類～６類) 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

産業廃棄物中間処理施設技術管理士 第一種衛生管理者

収集運搬業の許可申請に関する講習 安全管理者選任時講習終了

処分業の許可申請に関する講習 職長・安全衛生責任者教育終了

内部環境監査員外部講習修了者 特別・職長教育終了

H24.6 H24.10 H25.5 H25.9 H26.4 H26.9 H27.3 H27.10 H28.3 H28.9 H29.3 H29.9 H30.3

1.3 1.8 1.1 1.6 1.6 1.7 1.6 1.4 1.4 1.6 1.5 1.2 1.7

0.11 0.38 0.08 0.03 0.17 0.17 0.14 0.17 0.12 0.17 0.16 0.08 0.47

180 140 100 110 160 140 150 100 180 100 160 77 91

硫黄酸化物排出基準値

硫黄酸化物（SOx）

窒素酸化物（NOx）

・５Ｓ活動

・訓練や資料

など

・設備故障履歴

・緊急備品の想定量

など

・契約品目の整理 ・開放マンホール

の囲い方



平成２９年度の工場見学者数は、１１２社・２８３名の方にお越し頂きました。見学者の中には、排出事業者

様の定期視察の他、同業者における環境協力会様、全国都市清掃会議東北地区協議会様、茨城県高萩市

及び山形県川西町の危険物安全協会様、亘理町公衆衛生組合様、増田公衆衛生協力会様などの方々に御

来場いただきまして、処理方法や管理方法、環境教育の一環で使用済みの天ぷら油が、バイオディーゼル燃

料に生まれ変わるまでをご紹介しております。

平成１９年度から継続して、ＢＤＦ １００％の燃料で宮城

交通株式会社様の路線バスに使用して頂いております。

〔過去の運行実績〕

平成１９年８月２４日出発式～平成２９年１０月末

　　　　　宮城県資源循環推進課ＨＰより引用

◎名取市防災安全協会　会長(30年5月退任) ◎名取市環境審議会委員
◎（一社）宮城県産業廃棄物協会　理事 ◎名取市商工会
◎宮城県産業廃棄物協会県南支部 ◎仙台商工会議所

副支部長と事務局 ◎（社）みやぎ工業会
◎岩沼地区安全運転管理者会　副会長 ◎東北ニュービジネス協議会
◎全国バイオディーゼル燃料利用推進協議会 ◎みやぎグリーン購入ネットワーク

〖宮城県と宮城交通様が協力して、バイオ
ディーゼル燃料をバスに使用しています

毎年バス2台～４台

への使用実績あり。

ＢＤＦ総使用量は

２７６ｋℓ

各スーパー様や行政、各工場様の食
堂から廃食油を提供して頂き、弊社で
精製し、提供先配送トラックに給油する
資源循環型社会が形成されています。

１２

同業者の環境協力会様 山形県川西町危険物安全協会様

増田公民館様

増田公衆衛生協力会様

行政・団体・協会への積極的な関わり



清掃活動は１４年続けていますが、タバコや空き缶のポイ捨ては未だに後を絶ちません。歩道の縁石

に沿って生えている雑草は根が太く、今年も重機を出動させて清掃活動しないと大変なくらい丈夫に

育っていました。

２９年１０月１３日（金）行政と産廃協会の宮城県南支部による不法投棄パトロール（事前調査）

２９年１１月１０日（金）行政と県南支部による不法投棄物撤去作業

　　

【区間】
川崎町～丸森町～角田市

１３

第１工場と第２工場間の歩道

Wi - Fi 搭載自動販売機の設置は、名取

市で第１号となっています。利用範囲は

自販機から半径５０ｍで利用でき、停電

時でも最大で３時間のWi - Fi 接続が可

能です。（予備電源準備済）
登録不要で利用でき、災害時の情報イ
ンフラとしても期待しています。

産廃協会県南支部会員の皆様撤去作業中

重機加勢



弊社は、平成１４年１月３０日に会社周辺の飯塚町内会と環境にやさしい施設とする為、地域

環境への負荷の低減に配慮した施設管理、公害防止の為の運営管理について万全を期し、

環境保全に努める事を目的とした「環境保全のための協定書」を締結しております。

災害時には、防災安全協会に加盟する弊社に、名取市（名取市消防本部）より、災害時協定

（要請）の第一報が入り、協力する事となっています。
　　

「いつでもどこでも安心安全の廃棄物処理・リサイクルが実現でき

る社会を目指す」というビジョンを持つエコスタッフ・ジャパン（株）

は、優良な廃棄物処理・リサイクル企業の全国ネットワークの構

築を進めています。

現在、全国から認定40社を超え、教育研修と情報公開が徹底され

た国内唯一かつ最大のネットワーク体となっています。平成25年

6月27日 各企業の代表者が集まり、「自然災害や不可抗力」によ

り事業活動が困難な状況に至った場合に、認定企業が相互に支

援し合う事を目的とする協定を締結しました。

岩手のセメント会社に出入りしている同業者が集まり、

自然災害や不可抗力により事業活動が継続困難な

状況に至った場合に、会員企業が相互に支援し合う

事を目的に「おたがい様共助」に関する協定を締結

しております。（25年1月25日）

同業者の中でも、事業内容が最も似ている関東の業者と、上記同様に相互に支援し合う「おた

がい様共助」に関する協定を締結しております。（24年10月1日）

また、販売している製品を生産できない状況に至った場合に相互に支援し合う事を目的とした

「再生油に関する協定書」を締結しております。（25年6月1日）

１４



【29年度の表彰】

女性の活躍を推進する企業としてワ－クライフバランス（WLB)に配慮しているとして名取市より授与。

交通事故防止対策コンクールで優秀事業所として、宮城県警察本部長・安全運転管理者協会長より授与。

2017年度「Good　Risk　Sense　Award」としてBCPがいかに重要かを実証した事。日頃の安全や環境に
対する取組はリスクセンスの発揮された賜物であるとして、化学工業日報社・リスクセンス研究会より顕彰。

〶981-1201

平成29年4月27日

平成29年11月28日

平成30年3月10日

---発行　2018年8月　ＩＳＯ事務局---

株式会社オイルプラントナトリ

宮 城 県 名 取 市 下 増 田 字 広 浦 52 番 3 号

TEL 022-382-2713 FAX 022-384-0946

E-mail：opn-amenity＠msf.biglobe.ne.jp

植物は、成長過程で光合成によって二酸化炭素を吸収することから、バイオ燃料は
二酸化炭素の増減に影響を与えないと考えられています。
これにより循環サイクル（カーボンニュートラル）が実現します。

使用後廃棄処分

植物から油が作られ

バイオディーゼル燃料の製造

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車両が走ります

車が走るとＣＯ２発生

CO2を吸収して植物

が育ちます!!

×

弊社では、資源の燃料化をコンセプトに廃棄物の再資源化に取り組み、平成16年
よりバイオディーゼル燃料の製造に取り組んでいます。この事業を通じて、県内
の市町村や企業、地域の小学生から大学生、地域住民の皆様を対象に「てんぷら
油のリサイクル」をテーマにした環境教育を実施し、宮城県と一体になってバイ
オディーゼルの普及に努めています。

天ぷらなどで使用

ＣＯ２削減 使用済天ぷら油を回収

次世代育成支援対
策推進法に基づく基
準適合一般事業主
の認定（くるみん認
定）を受けています。


